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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年6月26日(2014.6.26)

【公開番号】特開2013-24926(P2013-24926A)
【公開日】平成25年2月4日(2013.2.4)
【年通号数】公開・登録公報2013-006
【出願番号】特願2011-156847(P2011-156847)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｆ   1/133    (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/34     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｆ   1/133   ５３５　
   Ｇ０９Ｇ   3/34    　　　Ｊ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６３１Ｕ
   Ｇ０９Ｇ   3/36    　　　　
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４２Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成26年5月12日(2014.5.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画面の向きを変更可能な画像表示装置のバックライト装置であって、
　光源ブロック毎に独立に発光を制御可能な複数の光源と、
　所定の画面の向き毎に、各光源ブロックの輝度が目標輝度に対し所定の許容範囲内に収
まるように定められた、各光源ブロックの光源の駆動信号を決定するために用いるデータ
であるムラ補正データを記憶する記憶手段と、
　画面の向きを取得する取得手段と、
　画面の向きに応じたムラ補正データを用いて前記各光源ブロックの光源の駆動信号を決
定する制御手段と、
を備えるバックライト装置。
【請求項２】
　前記ムラ補正データは、所定の画面の向き毎、及びバックライト装置の目標輝度毎に定
められたデータであり、
　前記取得手段は、更にバックライト装置の目標輝度を取得し、
　前記制御手段は、画面の向き及びバックライト装置の目標輝度に応じたムラ補正データ
を用いて前記各光源ブロックの光源の駆動信号を決定する請求項１に記載のバックライト
装置。
【請求項３】
　前記各光源ブロックに対応する表示領域の画像に合わせて光源ブロック毎に目標輝度を
設定する設定手段を有し、
　前記制御手段は、光源ブロック毎に、画面の向き及び当該光源ブロックの目標輝度に応
じたムラ補正データを用いて前記各光源ブロックの光源の駆動信号を決定する請求項２に
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記載のバックライト装置。
【請求項４】
　画面の向きの変化を検出する検出手段を備え、
　前記制御手段は、画面の向きの変化が検出された場合に、前記各光源ブロックの光源の
駆動信号を決定するために用いるムラ補正データを、変化後の画面の向きに応じたムラ補
正データに切り換える請求項１～３のいずれか１項に記載のバックライト装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、画面の向きの変化が検出されてから、所定時間経過した後、前記各光
源ブロックの光源の駆動信号を決定するために用いるムラ補正データを、変化後の画面の
向きに応じたムラ補正データに切り換える請求項４に記載のバックライト装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、画像表示装置の画面サイズ及びバックライト装置の目標輝度に応じて
前記所定時間を決定する請求項５に記載のバックライト装置。
【請求項７】
　２つの光源ブロックの温度差を検出する温度差検出手段と、
　２つの光源ブロックの温度差の検出値が所定の基準値と一致するか判定する判定手段と
、
を備え、
　前記制御手段は、画面の向きの変化が検出されてから、２つの光源ブロックの所定の複
数通りの組み合わせのうち前記判定手段により温度差の検出値が基準値と一致すると判定
される組み合わせが所定数以上になった後、前記各光源ブロックの光源の駆動信号を決定
するために用いるムラ補正データを、変化後の画面の向きに応じたムラ補正データに切り
換える請求項４に記載のバックライト装置。
【請求項８】
　前記画像表示装置は、画面の向きとして、画面に垂直の軸周りの回転位置又は画面に平
行かつ鉛直方向に垂直の軸周りのチルト角度の少なくともいずれかを変更可能である請求
項１～７のいずれか１項に記載のバックライト装置。
【請求項９】
　前記各光源ブロックは、複数色の光源を有し、
　前記ムラ補正データは、光源の色毎、所定の画面の向き毎、及びバックライト装置の各
色の目標輝度毎に定められたデータである請求項１～８のいずれか１項に記載のバックラ
イト装置。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載のバックライト装置と、
　前記バックライト装置により照明される液晶パネルと、
を備える画像表示装置。
【請求項１１】
　画面の向きを変更可能な画像表示装置のバックライト装置であり、光源ブロック毎に独
立に発光を制御可能な複数の光源を備えるバックライト装置の制御方法であって、
　所定の画面の向き毎に、各光源ブロックの輝度が目標輝度に対し所定の許容範囲内に収
まるように定められた、各光源ブロックの光源の駆動信号を決定するために用いるデータ
であるムラ補正データを読み込む工程と、
　画面の向きを取得する工程と、
　画面の向きに応じたムラ補正データを用いて前記各光源ブロックの光源の駆動信号を決
定する工程と、
を有するバックライト装置の制御方法。
【請求項１２】
　前記ムラ補正データは、所定の画面の向き毎、及びバックライト装置の目標輝度毎に定
められたデータであり、
　前記取得する工程では、更にバックライト装置の目標輝度を取得し、
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　前記決定する工程では、画面の向き及びバックライト装置の目標輝度に応じたムラ補正
データを用いて前記各光源ブロックの光源の駆動信号を決定する請求項１１に記載のバッ
クライト装置の制御方法。
【請求項１３】
　前記各光源ブロックに対応する表示領域の画像に合わせて光源ブロック毎に目標輝度を
設定する工程を有し、
　前記決定する工程では、光源ブロック毎に、画面の向き及び当該光源ブロックの目標輝
度に応じたムラ補正データを用いて前記各光源ブロックの光源の駆動信号を決定する請求
項１２に記載のバックライト装置の制御方法。
【請求項１４】
　画面の向きの変化を検出する工程を有し、
　前記決定する工程では、画面の向きの変化が検出された場合に、前記各光源ブロックの
光源の駆動信号を決定するために用いるムラ補正データを、変化後の画面の向きに応じた
ムラ補正データに切り換える請求項１１～１３のいずれか１項に記載のバックライト装置
の制御方法。
【請求項１５】
　前記決定する工程では、画面の向きの変化が検出されてから、所定時間経過した後、前
記各光源ブロックの光源の駆動信号を決定するために用いるムラ補正データを、変化後の
画面の向きに応じたムラ補正データに切り換える請求項１４に記載のバックライト装置の
制御方法。
【請求項１６】
　前記決定する工程では、画像表示装置の画面サイズ及びバックライト装置の目標輝度に
応じて前記所定時間を決定する請求項１５に記載のバックライト装置の制御方法。
【請求項１７】
　２つの光源ブロックの温度差を検出する工程と、
　２つの光源ブロックの温度差の検出値が所定の基準値と一致するか判定する工程と、
を有し、
　前記決定する工程では、画面の向きの変化が検出されてから、２つの光源ブロックの所
定の複数通りの組み合わせのうち前記判定する工程により温度差の検出値が基準値と一致
すると判定される組み合わせが所定数以上になった後、前記各光源ブロックの光源の駆動
信号を決定するために用いるムラ補正データを、変化後の画面の向きに応じたムラ補正デ
ータに切り換える請求項１４に記載のバックライト装置の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、画面の向きを変更可能な画像表示装置のバックライト装置であって、光源ブ
ロック毎に独立に発光を制御可能な複数の光源と、所定の画面の向き毎に、各光源ブロッ
クの輝度が目標輝度に対し所定の許容範囲内に収まるように定められた、各光源ブロック
の光源の駆動信号を決定するために用いるデータであるムラ補正データを記憶する記憶手
段と、画面の向きを取得する取得手段と、画面の向きに応じたムラ補正データを用いて前
記各光源ブロックの光源の駆動信号を決定する制御手段と、を備えるバックライト装置で
ある。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】



(4) JP 2013-24926 A5 2014.6.26

【０００９】
　本発明は、画面の向きを変更可能な画像表示装置のバックライト装置であり、光源ブロ
ック毎に独立に発光を制御可能な複数の光源を備えるバックライト装置の制御方法であっ
て、所定の画面の向き毎に、各光源ブロックの輝度が目標輝度に対し所定の許容範囲内に
収まるように定められた、各光源ブロックの光源の駆動信号を決定するために用いるデー
タであるムラ補正データを読み込む工程と、画面の向きを取得する工程と、画面の向きに
応じたムラ補正データを用いて前記各光源ブロックの光源の駆動信号を決定する工程と、
を有するバックライト装置の制御方法である。
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